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動物園等における飼養鳥に関する高病原性 

鳥インフルエンザへの対応指針について 

 

このことについて、平成 23 年 10 月 26 日付け環自総発第 111026001 号をも

って、環境省自然環境局長から別添写しのとおり通知がありました。 

このたびの通知は、平成 22 年冬から平成 23 年春にかけて、野鳥や家きんの

みならず、動物園等における飼養鳥においても高病原性鳥インフルエンザウイ

ルスの感染が確認され、今後も我が国に侵入する可能性が高いことから、家き

ん（鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥及び七面鳥をいう。以

下同じ。）を除く鳥類の所有者又は占有者が留意すべき高病原性鳥インフルエン

ザへの対応指針を別添のとおり、取りまとめたので、本会会員が本指針に基づ

き適切に対応するよう周知を依頼されたものです。 

なお、鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律（平成 14 年法律第 88 号）

に基づく野鳥への対応は、｢野鳥における高病原性鳥インフルエンザに係る対応

技術マニュアル（平成 23 年９月、環境省自然環境局）｣に基づいて対応するが、

継続して飼養されている野鳥については、原則として本指針により対応すると

のことです。 

貴会関係者へ周知の上、本指針に基づき、適切に対応するよう、周知方お願

いいたします。 

 
本件内容の問合せ先 

 日本獣医師会事業担当 長野 
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